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研究成果の概要（和文）：　超音波診断がシェーグレン症候群の国際診断基準に導入される基盤を確立すること
を最終目的に、超音波エラストグラフィの応用による診断の定量化／客観化の実現を目的とした。
　エラストグラフィの画像や計測値は加えた圧力によって変化する。本研究では画像撮像時にかかる圧力を一定
範囲にするため、装置に装着可能な圧力センサの開発を試みた。支持体に弾きバネとスライド抵抗、ステンレス
の可動板を接続した。可動板を動かすと弾きバネが伸び、抵抗値が増加するが、全体に定電圧をかけてその変化
量を電圧として測定した。加えた力とディジタルパネルの表示はリニアの関係であったため、プロトタイプの開
発に成功することができたと言える。

研究成果の概要（英文）：The ultimate goal of the project was to establish the basis for the 
introduction of sonography into the international diagnostic criteria for Sjogren's syndrome. We 
tried to achieve quantification/objectivity of the diagnosis through the application of ultrasound 
elastography.
　Elastography images and measurements are affected by the pressure applied. In this study, to keep 
the pressure applied during examinations within a certain range, we attempted to develop a pressure 
sensor that can be attached to the probe. Elastic springs, slide resistors, and stainless steel 
movable plates were connected to a support surface. When the movable plate is moved, the spring 
extends and the resistance value increases. The amount of change was measured as a voltage by 
applying a constant voltage to the entire area. The force applied and the display on the digital 
panel were in a linear relationship. Therefore, the prototype of pressure sensor could be 
successfully developed.

研究分野：口腔顎顔面放射線学分野

キーワード： シェーグレン症候群　超音波　診断　エラストグラフィ　標準化　非侵襲

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　唾液腺の画像検査を取り入れた日本のシェーグレン症候群の診断基準は国際的にも優れているが、侵襲性のあ
る唾液腺造影やシンチグラフィは推奨しがたい。それらの画像検査に代わり超音波診断が導入されれば、非侵襲
で簡便、かつ安価な検査でありながら正診率を向上させることが可能となる。
本研究では研究期間内に人体に応用することはできなかったが、超音波診断の定量評価の基礎的手法の開発に貢
献できたと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
シェーグレン症候群の診断基準として超音波検査を加えようという提案がなされているが、1.
所見の取り方が施設により異なる。2.超音波診断は撮像と診断が術者に大きく依存し、客観性に
乏しい。という問題があり、未だ実現されていない。 
超音波エラストグラフィでは組織の硬さを合わせて表示させることができ、腫瘤性病変はもち
ろん、シェーグレン症候群のような腺実質の変化もとらえられるとの報告もある（Mansour et 
al, 2017）。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、エラストグラフィをシェーグレン症候群の超音波診断に応用することで診断
の定量化／客観化を実現し、超音波診断が国際基準に導入される基盤を確立することである。 
 
 
３．研究の方法 
 

エラストグラフィの画像や計測値は加えた圧力によって変化することが知られている。本研究

では画像撮像時にかかる圧力を一定の範囲にするための圧力センサの開発を試みた。 

開発した圧力センサを装着した状態で人体に応用する予定であったが、研究期間内の人体への

応用はできなかった。 
 
 
４．研究成果 
 

圧力センサを検査時に支障のない程度に小さいものにするため、装置の支持体をステンレスプ

レートにし、それに弾きバネとスライド抵抗を固定し、それぞれとステンレスの可動板を接続し

た。可動板を動かすと弾きバネが伸び、抵抗値が増加するが、全体に定電圧をかけてその変化量

を電圧として測定した。 

 

   

 

加えた力とディジタルパネルの表示はリニア

の関係になり、圧力センサのプロトタイプの開

発に成功した。 

 

 

  



この圧力センサをプローブに装着した上で、2 種類の超音波診断装置 (LOGIQ E10x (GE 

healthcare), Aixplorer (SuperSonic Imagine))と 2種類のファントム (つくばスコア模擬フ

ァントム, CIRS049 型エラスト QAファントム)を用いて、圧力による値や画像描出の変化、装置

間の差、走査方向による値の変化について分析した。 

いずれの装置のいずれのファントムでも、人体と異なり、加えた力とエラスト値は比例しなか

った。 

 

 

絶対値のあるファントムでは装置によって値が異なっていた。また、走査方向は縦断方向で値

が大きくなる傾向が疑われた。 

 

 

研究期間内に人体に応用することはできなかったが、定量評価の基礎的手法の開発に貢献でき

たと考える。 
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